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業
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ダ
イ
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ミ
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ク
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バ
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岐阜県内の道の駅で

ＪＡＦがドライブ周遊促進
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記
者
発
表
会
に
出
席
し
た
京
王
電
鉄
バ

ス
の
福
島
氏
（
中
央
）
、
空
の
松
村
氏

（
右
）
、
高
速
バ
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

研
究
所
の
成
定
氏

　
日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ

Ｆ
）
岐
阜
支
部
（
加
藤
元
康

支
部
長
）
は
、
岐
阜
県
内
の

道
の
駅

カ
所
を
巡
る
ド
ラ

イ
ブ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開

催
し
て
い
る
。
２
０
２
１
年

３
月

日
ま
で
。

　

年

月

日
に
ス
タ
ー

ト
。
岐
阜
県
「
道
の
駅
」
ブ

ロ
ッ
ク
連
絡
会
と
の
共
催
。

岐
阜
県
の「
清
流
の
国
ぎ
ふ
」

観
光
回
廊
づ
く
り
補
助
金
を

活
用
し
た
事
業
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ

て
、
道
の
駅
に
掲
示
さ
れ
て

い
る
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み

込
む
か
、
ス
タ
ン
プ
コ
ー
ド

を
入
力
し
て
デ
ジ
タ
ル
ス
タ

ン
プ
を
獲
得
す
る
。

　
道
の
駅
を
周
遊
し
て
獲
得

し
た
ス
タ
ン
プ
数
な
ど
に
応

じ
て
、
抽
選
で
特
産
品
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
。

　
観
光
庁
は

月

日
、
年

末
年
始
を
控
え
、
観
光
関
連

事
業
者
を
対
象
に
し
た
特
別

相
談
窓
口
を
全
国
各
地
の
地

方
運
輸
局
な
ど
に
設
置
し

た
。
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル

事
業
の
全
国
一
斉
停
止
の
決

定
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
事
業

者
の
資
金
繰
り
や
雇
用
の
維

持
な
ど
に
つ
い
て
相
談
を
受

け
付
け
、
政
府
の
支
援
策
な

ど
を
紹
介
す
る
。

　
な
お
、
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ

ベ
ル
に
関
す
る
事
業
者
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
は
、
従
来
通

り
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事

務
局
☎
０
５
７
０（
０
１
７
）

３
４
５
、
☎
０
３
（
６
７
４

７
）
３
９
８
６
ま
で
。

　
地
方
別
に
設
置
し
た
特
別

相
談
窓
口
の
連
絡
先
は
次
の

通
り
。

　
【
北
海
道
】
北
海
道
運
輸

局
観
光
部
観
光
企
画
課
☎
０

１
１
（
２
９
０
）
２
７
０
０

　
【
青
森
県
、
岩
手
県
、
宮

城
県
、
秋
田
県
、
山
形
県
、

福
島
県
】
東
北
運
輸
局
観
光

部
観
光
企
画
課
☎
０
２
２

（
７
９
１
）
７
５
０
９

　
【
関
東
】
（
茨
城
県
、
栃

木
県
、
群
馬
県
、
埼
玉
県
、

千
葉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川

県
、
山
梨
県
）
＝
関
東
運
輸

局
観
光
部
観
光
企
画
課
☎
０

４
５
（
２
１
１
）
１
２
５
５

　
【
新
潟
県
、
富
山
県
、
石

川
県
、
長
野
県
】
北
陸
信
越

運
輸
局
観
光
部
観
光
企
画
課

☎
０
２
５
（
２
８
５
）
９
１

８
１

　
【
福
井
県
、
岐
阜
県
、
静

岡
県
、
愛
知
県
、
三
重
県
】

中
部
運
輸
局
観
光
部
観
光
企

画
課
☎
０
５
２
（
９
５
２
）

８
０
４
５

　
【
滋
賀
県
、
京
都
府
、
大

阪
府
、奈
良
県
、和
歌
山
県
】

近
畿
運
輸
局
観
光
部
観
光
企

画
課
☎
０
６
（
６
９
４
９
）

６
４
６
６

　
【
兵
庫
県
】
神
戸
運
輸
監

理
部
総
務
企
画
部
企
画
課
☎

０
７
８
（
３
２
１
）
３
１
４

４　
【
鳥
取
県
、
島
根
県
、
岡

山
県
、
広
島
県
、
山
口
県
】

中
国
運
輸
局
観
光
部
観
光
企

画
課
☎
０
８
２
（
２
２
８
）

８
７
０
１

　
【
徳
島
県
、
香
川
県
、
愛

媛
県
、
高
知
県
】
四
国
運
輸

局
観
光
部
観
光
企
画
課
☎
０

８
７
（
８
０
２
）
６
７
３
５

　
【
福
岡
県
、
佐
賀
県
、
長

崎
県
、
熊
本
県
、
大
分
県
、

宮
崎
県
、
鹿
児
島
県
】
九
州

運
輸
局
観
光
部
観
光
企
画
課

☎
０
９
２
（
４
７
２
）
２
３

３
０

　
【
沖
縄
県
】
内
閣
府
沖
縄

総
合
事
務
局
運
輸
部
企
画
室

☎
０
９
８
（
８
６
６
）
１
８

１
２

　
京
王
電
鉄
バ
ス
と
Ｉ
Ｔ
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
の
空
は

月


日
、
高
速
バ
ス
座
席
予
約

シ
ス
テ
ム
「
Ｓ
Ｒ
Ｓ
」
で
バ

ス
事
業
者
向
け
に
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
（
価
格

変
動
制
）
機
能
を
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
。

　
Ｓ
Ｒ
Ｓ
は
京
王
電
鉄
バ
ス

が
運
営
す
る
高
速
バ
ス
座
席

予
約
シ
ス
テ
ム
。予
約
、発
券

に
加
え
、精
算
、利
用
分
析
機

能
も
持
つ
高
速
バ
ス
基
幹
シ

ス
テ
ム
で
、利
用
客
向
け
に

は「
ハ
イ
ウ
ェ
イ
バ
ス
ド
ッ

ト
コ
ム
」の
サ
イ
ト
名
で
、高

速
バ
ス
の
予
約
、決
済
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。全

国

社
の
バ
ス
事
業
者
が
同

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
お

り
、１
４
０
を

超
え
る
高
速
バ

ス
路
線
の
座
席

販
売
を
行
っ
て

い
る
。

　
空
は
、
宿
泊

施
設
向
け
に
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
プ

ラ
イ
シ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
「
マ
ジ

ッ
ク
プ
ラ
イ

ス
」
を
提
供
し

て
い
る
企
業

で
、
ホ
テ
ル
業

界
向
け
に
開

発
、
運
用
し
て

き
た
価
格
変
動

制
機
能
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
Ｓ
Ｒ
Ｓ

に
提
供
す
る
。

　
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
イ
シ

ン
グ
は
、
京
王
バ
ス
、
ア
ル

ピ
コ
交
通
、
長
電
バ
ス
が
運

行
す
る
「
新
宿
・
池
袋
―
長

野
」
路
線
と
、
京
王
バ
ス
、

宮
城
交
通
が
運
行
す
る
「
新

宿
―
仙
台
」
路
線
の
２
路
線

で
開
始
。
提
携
バ
ス
会
社
と

導
入
路
線
は
順
次
拡
大
す

る
。

　
京
王
電
鉄
バ
ス
の
福
島
八

束
取
締
役
運
輸
営
業
部
長
、

空
の
松
村
大
貴
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
高

速
バ
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研

究
所
の
成
定
竜
一
代
表
取
締

役
が

月

日
に
オ
ン
ラ
イ

ン
記
者
発
表
会
を
開
催
。
福

島
氏
は
高
速
バ
ス
へ
の
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
導

入
の
背
景
に
つ
い
て
、
「
一

部
の
路
線
で
は
、
便
ご
と
に

運
賃
を
変
化
さ
せ
る
運
用
を

人
力
で
行
っ
て
き
た
が
、
運

賃
設
定
担
当
者
の
負
担
増
加

や
業
務
の
属
人
性
が
課
題
と

な
り
、
路
線
数
増
加
の
障
壁

と
な
っ
て
い
た
。
限
ら
れ
た

便
数
の
中
で
、
利
用
客
の
満

足
度
向
上
と
バ
ス
事
業
者
と

し
て
の
収
益
確
保
を
両
立
す

る
た
め
に
、
需
要
に
応
じ
て

運
賃
を
柔
軟
に
変
化
さ
せ
る

こ
と
で
、
繁
忙
期
の
『
満
席

で
の
お
断
り
』
を
減
ら
し
、

閑
散
期
の
割
安
な
利
用
を
促

進
す
る
こ
と
が
、
結
果
的
に

多
く
の
方
に
便
利
に
高
速
バ

ス
を
利
用
い
た
だ
け
る
こ
と

に
な
る
と
考
え
た
」
と
語
っ

た
。

　
成
定
氏
は
、
高
速
バ
ス
の

市
場
規
模
と
現
況
に
つ
い
て

「
コ
ロ
ナ
禍
前
の
数
字
に
な

る
が
、
高
速
バ
ス
の
年
間
利

用
客
は
１
億
人
強
で
、
航
空

を
上
回
り
、
鉄
道
に
次
ぐ
第

２
の
基
幹
輸
送
モ
ー
ド
だ
。

た
だ
、
慢
性
的
な
乗
務
員
不

足
に
よ
り
、
需
要
が
集
中
す

る
繁
忙
期
・
時
間
帯
の
続
行

便
（
２
号
車
、
３
号
車
）
が

不
足
し
、
『
満
席
お
断
り
』

が
発
生
し
、
利
用
客
の
高
速

バ
ス
離
れ
を
招
き
か
ね
な
い

事
態
に
直
面
し
て
い
た
」
と

説
明
。
そ
の
上
で
「
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
導

入
に
よ
り
、
需
要
の
分
散
化

や
車
両
、
乗
務
員
と
い
っ
た

限
ら
れ
た
リ
ソ
ー
ス
の
配
置

の
最
適
化
、
適
正
収
益
の
確

保
が
実
現
で
き
る
は
ず
だ
」

と
指
摘
し
た
。




